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—The wave interpretation hypothesis—
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Abstract

	 The purpose of this study was to test the wave interpretation hypothesis as a basic study of the Star-Wave Test 
(SWT). A total of 156 university students answered Japanese short version of Profile of Mood States Second 
Edition (POMS2) that measures emotional status, and performed the SWT. In this study, lines that express 
rhythm and movement in waves were examined. The shapes of waves drawn by 134 participants were classified, 
revealing that approximately 70% of participants drew rounded rhythmic waves. In addition, a comparison of 
POMS2 scores by wave shape revealed that the depression score for sharp waves was higher than that for high 
round waves. The high and pointed waves in the SWT were interpreted as depressive emotions based on 
aggression.

Keywords: �SWT, POMS2, drawing test, emotional status.

Ⅰ．問題と目的

１．星と波描画テスト
　星と波描画テスト（The Star-Wave Test；以下，
SWT）は，Avé-Lallemant（1979　小野訳，2003）
によって開発された。SWT は，予め長方形の枠

（内法15.4㎝×10.5㎝）が印刷されている用紙に「海
の波の上に星空を描いて下さい」という教示のもと
で実施される。Avé-Lallemant が筆跡学者でもあっ
たことから，本テストには筆跡学的診断の要素（形，
運動，空間配置）が含まれている。また，描かれた
星と波の世界には無意識のテーマや葛藤が表現され
るため深層心理学に基づいた分析や解釈がなされる
ことが多い。描画テストの中でも，星や波といった
シンプルな課題は描き手にとって，適切に描かねば
という気持ちよりも，落書きに近い感覚で取り組む
ことができるため（香月，2019），描画への抵抗感
が生じにくいと考えられる。
　言葉を媒介としない描画には，時に意識的なコン
トロールが働く以前の心の深層部分が表現される

（三上，1995）。SWT では，夜がテーマになること
で，昼間の緊張した世界よりも退行が促進され，描

画者の体験している世界が映し出されやすくなると
考えられている（Avé-Lallemant，1979　小野訳，
2003；菅原，2015；香月，2019）。
　SWT が映し出すものについて，Yalon（2006　
杉浦訳，2015）も「連想される個人的な体験世界と
一般的な夜の世界に基づく内的世界，星と波のアー
キタイプ的特徴が呼び覚まされる（p. 242）」と述べ
ている。では，描き手の体験世界は，どのような星
と波の世界として表現されているのだろうか。

２．海の波と感情体験との関連
　これまでの SWT 研究は，事例報告を中心にテス
トバッテリーの１つとして利用され，描き手の理解
を深める上で有効であるとされてきた（杉浦・高
梨，2001；杉浦・香月・鋤柄，2003；杉浦・原・鈴
木，2003；飯田，2003）。しかし，SWT がより臨
床現場に浸透していくためには，SWT の解釈仮説
を数量的観点から検証し，信頼性や妥当性といった
基礎的研究の蓄積が必要である。
　香月・小野・上芝・横山（2003）は，SWT およ
び Rorschach test の比較から，SWT が描き手の主
観的な体験世界を敏感に捉えるとし，それが SWT
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の特徴であると指摘している。さらに，SWT の海
の波が矢田部 - ギルフォード性格検査（以下，Y-G
性格検査）において情緒不安定性を示す ‘回帰性傾
向’ ‘抑うつ性’ ‘劣等感’ ‘神経質性’ と関連すること
を示す研究もなされている（傍士，2002）。また，
SWT と物語を組み合わせた研究では，激しい波を
描くことで怒りを表現することが指摘されている

（菅原，2015）。これらのことから，波の表現と感
情・情緒体験の関連が示されてきており，海の波の
解釈仮説として重要なものといえる。

３．波の表現
　SWT は，３つの基本的要素から構成されており，
それぞれ形（星）・運動（海の波）・空間配置（風
景）を示している。星を描こうとする際には，形に
集中するため意識的なコントロールが働きやすい

（杉浦・森，1998）。その一方で，海の波は動きを含
む描線が引き出されるため，描き手の意識的なコン
トロールが働く以前の，心に浮かんだイメージが表
現されやすいと推察される。
　Jung（1954　林訳，1999）は「水は無意識を表
すために一番よく使われるシンボルである……水と
は心理学的に言えば，無意識になってしまった精神
のことである（p. 46）」と説明している。また，
Yalon（2006　杉浦訳，2015）は，水の表現が描き
手の情動すなわち衝動の強さや衝動コントロールの
程度を浮き彫りすると述べている。このように描画
テストにおける水の表現が示すものの重要性は高
く，様々な意味合いを持っていると考えられてき
た。
　三宅（2009）は，風景としての水のイメージの重
要性に注目し，描画と箱庭における水の表現の違い
を検討している。その結果，両者の違いとして箱庭
による水の表現は ‘出てくる’ が，描画による水の
表現は ‘水を作り出す’ 作業が必要になるといった，
水との出会い方が異なることを指摘している。つま
り，水を描く過程で描き手が自分自身と向き合い，
深く関わることを促すのではないだろうか。
　これまで SWT において波の動きを表す線は，対
象者の感情の動きとして扱われてきた（リーネル・
杉浦・鈴木，2000；Avé-Lallemant, 1979　小野訳，
2003）。また，波が持つ流動的な性質やとらえどこ
ろのなさは，描き手の揺れ動く情緒的な側面と結び
ついて表現されると考えられる（菅原，2015）。

４．目的
　これまでに述べたように，水や波は無意識や感情
を表すシンボルである。SWT の中でも水を表現す
る海の波は，描き手の気分や感情の変化が表現され
ると考えられる。描画解釈においては，数量的研究
を基礎にした標準的な表現と比較することにより，
描き手の特徴を見出すことができる。そこで本研究
では SWT の基礎的研究の一環として，まずどのよ
うな波が描かれやすいのかを明らかにする。次に，
SWT における波の表現が描き手の感情体験を反映
するという解釈仮説を検証することを目的として，
波のどのような特徴が感情状態と関連するのか検討
する。なお，本研究では気分や感情，情緒の用語は
“感情体験” としてまとめて扱うこととする。

Ⅱ．研究方法

１．調査協力者と手続き
　調査協力者157名のうち，回答に不備があった１
名を除く大学生156名（男性42名，女性114名）を
分析対象とした。平均年齢は18.29歳（SD＝0.70）
であった。大学講義の約15分を利用し，次項に示
した調査内容を質問紙，描画の順で集団法により実
施した。調査協力者には，研究への参加は自由意思
であること，個人情報の管理および守秘義務につい
て説明を行った。また，個人が特定されないように
配慮した上で，描画を論文に掲載する場合があるこ
とについても説明を行い，書面にて協力者の同意を
得ている。本調査は，中京大学倫理審査委員会の承
認を得て実施した。

２．調査内容
１）�日 本 語 版 POMS2短 縮 版 成 人 用（Japanese 

short version of Profile of Mood States Second 
Edition 以下，POMS2. Heuchert ＆ McNair，
2012　横山（監訳），2015）

　POMS2は成人用（18歳以上）を採用し，回答者
の負担軽減のために，短縮版を用いた。POMS2は，

（a）怒り─敵意，（b）混乱─当惑，（c）抑うつ─
落ち込み，（d）疲労─無気力，（e）緊張─不安，

（f）活気─活力，（g）友好の気分状態が測定できる。
また，POMS2は使用目的に応じて，時間範囲を指
定して回答を求めることが可能である。本研究の目
的である海の波が描き手のどのような感情体験を映
し出しているのかを検証するため，描き手が ‘今感
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じていること’ に範囲を限定し回答を求めた。

２）SWT
　長方形の枠（内法15.4㎝×10.5㎝）が印刷されて
いる A5サイズのテスト用紙を配布し，「海の波の
上に星空を描いてください」と教示した。星と波以
外のものを描いても良いかという質問には，あなた
の思うままに描いてくださいと伝え，制限はしな
かった。鉛筆は2B もしくは3B の鉛筆を配付した。
　波の種類や強調された部分を把握し，参考にする
た め 次 の ３ つ の 描 画 後 の 質 問（Post Drawing 
Inquiry 以下，PDI）への記入を求めた。
　⑴ �あなたが描いた星と波について，どのような

情景か教えてください。また，どのような波
が描かれたのかについても教えてください。

　⑵ �描いた星と波描画テストの中で好きなところ
や，気に入っているところはありますか？あ
る方は，どのようなところが好きなのか教え
てください。

　⑶ �今回，星と波描画テストを体験してみてどの
ように感じたのか，感想を教えてください。

３．分析のために設定した指標
　どのような波が描かれやすいのか検討するため，
先行研究（傍士，2002；鵜木，2007）を参考に〈1〉

波の有無，〈2〉波の形，〈3〉最高波（最も高い波の
サイズ），〈4〉波の数，〈5〉波の強調の５項目を設
定した（Table 1）。

Ⅲ．結果

１．波の表現
１）波の有無
　本研究における波は，リズムや動きなど運動を表
す描線と定義し，Figure 1に例を示した。動きのあ
る描線が描かれているものを〈波あり〉，そうでな
いものを〈波なし〉に分類した。砂浜や海岸など付
加物の影響が考えられる波については，波として扱
わなかった。その結果，〈波あり〉が134名（85.9％），

〈波なし〉が22名（14.1％）となった。

２）波の形
　本研究において〈波あり〉と分類した134名が，
どのような波の形を描いたのか検討した。先行研究

（Yalon, 2006　杉浦訳，2015）を参考に，本研究で
は〈丸い波〉〈尖った波〉〈その他〉の３つに分類し
た。それぞれの波の形の例と定義を Figure 2に示
した。
　それぞれの波の形を描いた人数から出現率を算出
した。その結果，〈波あり〉と分類した134名のう

波あり 波なし
Figure １　波ありとなしの例

Table １　波に関するカテゴリ指標の一覧

指標 判断基準
〈1〉波の有無 リズムのある波が描かれている場合に波ありとした
〈2〉波の形 描かれた波の形の特徴から分類を行った
〈3〉最高波 絵の中で最も高い波
〈4〉波の数 水平線を含まない波の数
〈5〉波の強調 波に飛沫などが補足され，波の動きが強調されている場合
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ち，100名（74.6％）が〈丸い波〉を描いた。次い
で，23名（17.2％）が〈尖った波〉を描いており，
11名（8.2％）が〈その他〉に分類された。

３）波の形と最高波
　波の形ごとに最も高い波の高さを測定した（単位
は㎜）。〈その他〉において，波の高さが測定不能な
絵を描いた１名を調査対象から除外した。それぞれ
の平均値（SD）は〈丸い波〉が7.25（9.97），〈尖っ
た波〉が9.04（7.41），〈その他〉が19.40（16.31）で

あった（Table 2）。
　波の形と波の高さの関連を検討するために，波の
形を独立変数とし，最高波を従属変数として１要因
分散分析を行った。その結果，有意な差が認められ
た（F（2,130）＝6.53，p＜.001）。 さ ら に，Tukey に
よる多重比較を行ったところ，〈その他〉では〈丸
い波〉〈尖った波〉よりも高い波が描かれることが
示された。

〈1〉丸い波……波が曲線で丸みを帯びた，リズミカルな波

〈2〉尖った波……波頭が鋭く固まったように描かれる波

〈3〉その他……出現率３％未満の波

Figure ２　波の形分類（丸い波，尖った波，その他）
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４）波の数
　波の形ごとに波の数を数えた。〈その他〉におい
て，波の数が測定不能な３名を調査対象から除外し
た。それぞれの平均値（SD）は，〈丸い波〉が
10.04（9.31），〈尖った波〉が10.69（6.83），〈その他〉
が6.00（4.14）であった（Table 3）。波の形と波の
数の関連を検討するために，波の形を独立変数と
し，波の数を従属変数として１要因分散分析を行っ
た。その結果，波の形によって波の数に有意な差は
認められなかった（F（2,128）＝0.91, ns）。

５）波の強調
　調査協力者156名の波の強調は〈水平線〉〈波飛
沫〉〈重ね描き〉〈反射〉〈陰影〉に分類し，人数と
出現率を Table 4に示した。なお，〈水平線〉では
空と海の境界線を描かなかった６名を除外し，150
名を分類の対象とした。その結果，〈水平線〉は
140名（89.7％）に出現し，およそ９割の人が領域
を隔てる “境界線” を描くことが示された。また，

〈重ね描き〉による強調は50名（32.1％）に見られ
たが，〈陰影〉は16名（10.3％），星の反射を描いた

〈反射〉は12名（7.7％）と少なく，〈波飛沫〉を描
く人は５名（3.2％）であった。

２．SWT の描画指標による POMS2の比較
　描画テストでは，幼児の研究では性差に着目する
必 要 が 報 告 さ れ て い る（ 郷 間 他，2013； 島 田，
2018）。しかしながら，これまでの SWT 研究では
性差による影響の報告がないこと，また , 本研究の
調査は男性が少なく，性差を検討することが難し
い。描画とは本来，描き手の心の様相を理解するた
めに行われるものであり，絵から描き手の性別を判
断するために実施するのではない（馬場，2005）と
の見解に従い，本研究でも性差による分類を行わ
ず，POMS2も標準化得点（T 得点）を用いて比較
することとした。

１）波の有無，波の形，波の数と POMS2の関連
　波の有無によって POMS2得点の平均値に差があ
るのか検討するため t 検定を行ったところ，有意な
差は認められなかった（怒り─敵意：t（154）=0.44, 
ns，混乱─当惑：t（154）＝－0.08, ns，抑うつ─落ち
込み：t（154）＝1.6, ns，疲労─気力：t（154）＝0.82, 
ns，緊張─不安：t（154）＝－0.8, ns，活気─活力：t

（154）＝0.67, ns，友好：t（154）＝1.13, ns）。
　また，波の形と POMS2の関連を検討するために，
波の形を独立変数とし，POMS2を従属変数として１
要因分散分析を行った。その結果，波の形と POMS2
の得点に有意な差は認められなかった （怒り─敵意：
F（2,133）＝1.56, ns， 混 乱 ─ 当 惑：F（2,133）＝1.11, 
ns，抑うつ─落ち込み：F（2,133）＝0.79, ns，疲労─
気力：F（2,133）＝0.29, ns，緊張─不安：F（2,133）＝
0.02, ns，活気─活力：F（2,133）＝0.08, ns，友好：F

（2,133）＝0.15, ns）。
　波の数と POMS2との Pearson 積率相関係数を算

Table ２　波の形（丸い波，尖った波，その他）の波の高さの平均値と標準偏差

描画指標
〈1〉丸い波（n=100）〈2〉尖った波（n=23）〈3〉その他（n=10）

F 値 多重比較（Tukey）平均値
（SD）

平均値
（SD）

平均値
（SD）

最高波
7.3

（9.97）
9.0

（7.41）
19.4

（16.31）
6.53** 丸い波・尖った波＜その他

**p＜.001

Table ３　形ごとの波の数

描画指標
〈1〉丸い波（n=100） 〈2〉尖った波（n=23） 〈３〉その他（n=8） 全体（n=131）

平均値
（SD）

平均値
（SD）

平均値
（SD）

平均値
（SD）

波の数
10.04

（9.31）
10.69

（6.83）
6.00

（4.14）
9.90

（8.72）

Table ４　波の強調の出現率

描画指標（n＝156）
あり（出現率） なし（出現率）

〈1〉水平線 140（89.7％） 10  （6.4％）
〈2〉波飛沫 5  （3.2％） 151（96.8％）
〈3〉重ね描き 50（32.1％） 106（67.9％）
〈4〉反射 12  （7.7％） 144（92.3％）
〈5〉陰影 16（10.3％） 140（89.7％）
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出した。その結果，波の数と POMS2の得点に有意
な相関は認められなかった（怒り─敵意：r＝.08, 
ns，混乱─当惑：r＝.05, ns，抑うつ─落ち込み：r
＝.06, ns，疲労─気力：r＝.09, ns，緊張─不安：r
＝.01, ns，活気─活力：r＝－.04, ns，友好：r＝.10, 
ns）。

２）�波の形と高さの組み合わせによる POMS2の比
較

　描画の解釈は，描画指標を単独に扱うのではな
く，どのような波がどれくらいの高さで描かれたの
かといった，描画指標を組み合わせながら行われ
る。そこで，最高波は四分位法を用いて高群・中
群・低群に分類し，波の高さと波の形（丸い波，
尖った波）の関連を分析した。〈その他〉の波には
様々な形が分類されていたため，〈低く丸い波〉〈中
程度の丸い波〉〈高く丸い波〉〈低く尖った波〉〈中

程度の尖った波〉〈高く尖った波〉として波の意味
づけを明確にするため，〈その他〉の波の形を除い
た123名を対象とした。
　波の形と高さの関連についてχ2検定を行ったと
ころ，有意な偏りは認められなかった（χ2＝2.31，
df＝2, n.s；Table 5）。さらに，波の形と高さの組
み合わせによって，POMS2に違いがみられるかを
検討するため，２要因分散分析を行った（Table 
6）。その結果，抑うつ─落ち込み得点において，波
の形と波の高さに交互作用がみられた（F（2,117）＝
3.23，p＜.05）。Bonferroni の方法による単純主効果
の検定を行った結果，〈高く丸い波〉を描く人より
も〈高く尖った波〉を描く人の抑うつ─落ち込み得
点が高いことが示された。

Table ５　波の形と最高波３群のクロス表

最高波　３群
合計

低群 中群 高群

形
〈1〉丸い波（出現率）

13
（13.0）

63
（63.0）

24
（24.0）

100

〈2〉尖った波（出現率）
3

（13.04）
11

（47.83）
9

（39.13）
23

合計 16 74 33 123
χ2値＝2.31　p＜1.00

Table ６　波の形と最高波３群と POMS ２得点の比較

最高波
低群（n=16） 中群（n=74） 高群（n=33） F 値
平均値（SD） 平均値（SD） 平均値（SD） 波の形 最高波３群 交互作用

怒り─敵意
〈1〉丸い波　　　 51.15（12.49） 47.54  （9.31） 43.13  （5.11）

.07 .3 2.04
〈2〉尖った波 47.67  （8.14） 46.09（6.12） 50.00 （11.73）

混乱─当惑
〈1〉丸い波　　　 59.69（15.27） 55.92（10.42） 53.88  （9.52）

.20 .57 1.78
〈2〉尖った波 55.67  （8.74） 52.00  （7.39） 57.89 （10.71）

抑うつ─落ち込み
〈1〉丸い波　　　 58.85（13.61） 55.90（11.95） 50.79  （9.37）

.51 .09 3.23*
〈2〉尖った波 53.67（12.90） 55.45  （8.73） 63.00  （9.81）

疲労─気力
〈1〉丸い波　　　 56.62（11.52） 53.14（11.16） 50.71  （6.88）

.03 .02 .98
〈2〉尖った波 51.33（12.22） 54.55  （9.13） 56.08  （8.43）

緊張─不安
〈1〉丸い波　　　 56.77（12.32） 54.98（10.19） 52.96 （10.20）

.49 .83 2.30
〈2〉尖った波 47.00  （5.57） 52.09（17.51） 59.67  （9.11）

活気─活力
〈1〉丸い波　　　 56.77（11.26） 51.08  （9.25） 52.96 （12.26）

.58 .08 1.48
〈2〉尖った波 47.00  （2.00） 53.91（10.07） 53.56 （10.24）

友好
〈1〉丸い波　　　 54.92  （8.11） 54.38  （8.29） 55.21 （12.28）

.13 .74 1.34
〈2〉尖った波 49.33  （2.52） 58.18（10.54） 54.11 （14.06）

*p＜.05
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Ⅳ．考察

　本研究の目的は，SWT の基礎的研究として，先
行研究を参考に設定した波の描画指標について検討
すること，および波の指標と POMS2得点の比較か
ら，海の波や線にはどのような感情体験が映し出さ
れるのか数量的に実証することであった。

１．標準的な波の表現
　本研究では，まずどのような波が描かれやすいか
について検討した。波の線をリズムや動き，運動を
表す描線と定義し，波の有無を確認した。その結
果，「海の波の上に星空を描いてください」と教示
した場合には，85.9％の人が波を描くことが示され
た。さらに，どのような波が描かれるのか波の形を
分類した結果，丸い波を描く人が７割を占めること
が示された。また，波の形にかかわらず，波の数は
10個程度，海と空の領域を分ける水平線はおよそ
９割の人が描くが，〈反射〉や〈波飛沫〉のような
波の強調が描かれるのは１割以下であった。
　Avé-Lallemant（1979　小野訳，2003）は「テス
ト課題は，波を描く際リズミカルな線を誘発する
が，それ自体が心的なものの表現である（p. 45）」
と述べている。今回の調査における標準的な波は，
曲線で丸みを帯びたリズミカルなものであった。今
回の調査協力者は健常な大学生であり，彼らの自然
な揺らぎのある感情状態がこのような形で表現され
たものと考えられる。
　波の形では〈その他〉は〈丸い波〉〈尖った波〉
よりも高い波が描かれることが示されたが，Figure 
2に示したように，〈その他〉には独特な波の表現
が多くみられた。丸いとも尖ったとも言えないよう
な独自の波が高く描かれることは何を意味するのだ
ろうか。また，強調表現は，教示を超えて描き手が
自発的に描き加えるものでもある。今回の結果で
は，波の強調，つまり波に関する付加的表現は少な
いことが示された。しかしながら，波の形や高さで
はなく，波を強調することにはどのような意味があ
るのだろうか。馬場（2005）は，出現率の低いパ
ターンには，標準的な被検者とは異なる心的世界を
見ることができると述べ，描画の研究では，このよ
うな事例を１つ１つ検討しながら仮説を提示する作
業が必要であると主張している。本研究において
も，〈その他〉の波の形や〈反射〉〈波飛沫〉につい
ても事例的に検討することが必要であろう。

２．描画指標による POMS2の比較
　波の基礎的研究では，多くの描き手に共通して描
かれる波の様相が明らかになった。波の表現が描き
手の感情体験を反映するという解釈仮説を検証する
ため POMS2を用いて検討した。
　三宅（2009）は動きのない水を描く人は攻撃性が
低く，社会的内向が高いことを示すと指摘している
が，本研究で動きのない状態を表す〈波なし〉と，
動きのある状態を表す〈波あり〉では，POMS2の
得点に差は認められなかった。本研究では，リズム
や動き，運動を表す描線を波と定義して分析した
が，〈波なし〉と分類された人も動きのない水では
なく，リズムや動きのない穏やかな波を描いたのか
もしれない。波が落ち着いていて穏やかな風景は，
描き手の心地よさや安心感・安全感の表現であると
も言える。本研究では「どのような波が描かれたの
か」についての PDI を実施しているので，今後〈波
なし〉の PDI を質的に分析することにより，SWT
におけるリズムや動きのない波が何を意味している
のかについて明らかにすることができるかもしれな
い。
　また，波の形による POMS2の比較では有意な差
が認められなかったが，波の形と高さを組みあわせ
た分析では交互作用が認められ，〈高く丸い波〉よ
りも〈高く尖った波〉は，抑うつ─落ち込み得点が
高いことが示された。SWT において，大波や高波
というのは激しい興奮や激情といった感情の高まり
を象徴していると考えられてきた（Avé-Lallemant，
1979　小野訳，2003；杉浦・森，1998；Yalon, 2006　
杉浦，2015）。高波など波を強調する人は，肯定的
感情と安静状態の項目が有意に低くなり，否定的感
情が高まる（菅原，2015）との指摘もあるが，本研
究では波の高さそのものは POMS2との関連が認め
られず，高さと形を組み合わせて検討することが重
要であることが示唆された。さらに，描画解釈にお
いて尖った描線の表現は攻撃性を示唆していると考
えられやすく，先行研究においても鋭さや硬さを含
んだ波の形が，攻撃性や外向性，怒りといった強い
体験への態度を表現していると考えられてきた

（Avé-Lallemant，1979　小野訳，2003；Dafna，2006　
杉浦訳，2015）。そのため，本研究でも〈尖った波〉
は，POMS2の怒り─敵意得点が高くなるのではな
いかと推測していたが，〈尖った波〉と〈丸い波〉
の間に有意な差は無かった。そこで Figure 3に抑
うつ─落ち込み得点の高い描き手の絵を示した。



心理学研究科・心理学部紀要　第21巻 第１号

28

　林（2009）は抑うつが SWT のどのような描画特
徴として現れるのかを検討し，抑うつ高群において
波の表現にうねりの描写が多いことを指摘してい
る。攻撃性と抑うつとの関連については，大学生に
おいて怒りや敵意，攻撃性をコントロールすること
が抑うつを高めるとの報告がある（越智・金澤・坂
野，2012）。上野・丹野・石垣（2009）は，大学生
の抑うつ傾向と攻撃性との関連を調査し，抑うつが
強い人は，全般的な攻撃性が高いと述べているが，
攻撃性が抑圧されることで抑うつ的な感情が生じる
ことはよく知られている。描き手の意識としては抑
うつ的であり，攻撃的感情は自覚されていなくて
も，その背景にある攻撃性が SWT から読みとれる
可能性がある。SWT の〈高く尖った波〉の解釈仮
説として攻撃性に基づく抑うつ感情が提示できるの
ではないだろうか。
　波の数による POMS2の比較でも有意な差は認め
られなかった。本研究では波の強調を〈水平線〉

〈波飛沫〉〈重ね描き〉〈反射〉〈陰影〉に分類した
が，〈波飛沫〉や〈反射〉の表現は少ない結果と
なった。さらに波の強調の一種として考えられる波
の数と POMS2の間にも，有意な相関は認められな
かった。波飛沫は「エネルギーの浪費や楽しさの表
現，葛藤の表現である（Yalon，2006　杉浦訳，2015，
p. 130）」と考えられているが，本研究において〈波
飛沫〉は出現率が低く，今回の調査では解釈仮説を
提示することはできなかった。リズムや動きのない
波と同様に，事例的に検討することが必要であろ
う。
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